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鈴
木
勇
一
郎
・
高
嶋
修
一
・
松
本
洋
幸
編
著
 

『
近
代
都
市
の
装
置
と
統
治
 
1
9
1
0
～
3
0
年
代
』
 

（
首
都
圏
史
叢
書
 
７
）
 

 

日
本
経
済
評
論
社
 
二
〇
一
三
・
二
刊
 

Ａ
５
 
 
四
〇
〇
頁
 
 
四
八
〇
〇
円
 

  
本
書
は
、
都
市
に
お
け
る
活
動
を
維
持
・
改
善
す
る
「
都
市
装
置
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
近
代
都
市
史
研
究
に
切
り
込
ん
だ
論
集
で
あ
る
。
首
都
東
京

の
形
成
・
発
展
の
中
で
都
市
装
置
に
絡
み
合
う
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
利
害
と

相
互
作
用
に
着
目
し
、
い
わ
ゆ
る
「
都
市
イ
ン
フ
ラ
」
に
限
ら
ず
様
々
な
論

点
を
提
起
し
て
い
る
。
 

 
第
一
編
で
は
市
民
生
活
と
深
く
関
わ
る
都
市
装
置
の
「
公
共
性
」
に
注
目

が
向
け
ら
れ
る
。
櫻
井
良
樹
「
関
東
大
震
災
以
前
に
お
け
る
東
京
市
内
交
通

機
関
を
め
ぐ
る
公
益
性
の
議
論
」
は
、
東
京
の
都
市
化
過
程
で
交
通
機
関
が

い
か
に
論
じ
ら
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
時
期
に
よ
り
議
論
の
範
囲
・
焦
点
を

推
移
さ
せ
つ
つ
、
各
主
体
は
自
ら
の
利
害
を
「
公
益
」
、
反
対
意
見
を
「
私
益
」

と
し
て
対
立
し
た
。
吉
良
芳
恵
「
横
須
賀
市
に
お
け
る
屎
尿
処
理
問
題
」
は
、

都
市
の
衛
生
・
財
政
両
面
に
関
わ
る
屎
尿
処
理
の
変
遷
を
追
う
。
肥
料
販
売

の
局
面
で
都
市
と
農
村
の
関
係
、
都
市
間
競
争
な
ど
多
様
な
論
点
を
包
含
す

る
が
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
は
衛
生
行
政
に
よ
る
処
理
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
吉
田
律
人
「
関
東
大
震
災
と
横
浜
市
の
警
備
体
制
」
は
、
軍

隊
招
致
の
経
済
面
に
注
目
し
た
地
域
振
興
論
と
は
異
な
る
視
角
を
提
起
す
る
。

大
都
市
で
あ
り
な
が
ら
陸
軍
部
隊
が
常
駐
し
な
い
横
浜
は
、
関
東
大
震
災
の

衝
撃
か
ら
治
安
維
持
装
置
と
し
て
の
軍
隊
と
い
う
観
点
で
招
致
運
動
を
活
発

化
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
口
由
等
「
日
用
品
小
売
市
場
の
展
開
」
は
、

小
経
営
を
基
礎
と
す
る
都
市
型
小
売
集
積
施
設
を
取
り
上
げ
る
。
小
売
市
場

は
家
計
の
合
理
化
・
健
康
的
な
食
生
活
の
宣
伝
な
ど
消
費
運
動
を
通
じ
た
経

済
全
体
の
効
率
化
や
水
準
上
昇
へ
の
取
り
組
み
と
い
う
公
益
性
の
担
い
手
で

も
あ
っ
た
。
源
川
真
希
「
都
市
の
神
社
と
選
挙
粛
正
」
は
、
男
子
普
選
導
入

期
に
神
社
が
公
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
神
社
は
単
な
る
シ
ン

ボ
ル
に
留
ま
ら
ず
、
規
範
や
疑
似
的
な
共
同
性
を
創
出
す
る
新
た
な
機
能
を

付
与
さ
れ
、
都
市
装
置
と
し
て
位
置
づ
け
な
お
さ
れ
る
。
 

 
第
二
編
で
は
都
市
郊
外
に
お
け
る
都
市
装
置
の
整
備
が
、
地
域
の
政
治
・

経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
考
察
さ
れ
る
。
石
居
人
也
「『
死
』
を
め
ぐ
る
都
市

装
置
」
は
、
墓
地
が
都
市
周
縁
に
配
さ
れ
る
過
程
か
ら
市
街
地
と
郊
外
と
の

関
係
を
探
る
。
墓
地
の
郊
外
化
・「
公
園
墓
地
化
」
が
志
向
さ
れ
る
一
方
、
墓

地
が
置
か
れ
た
地
域
の
経
済
や
認
識
が
再
編
さ
れ
、
都
市
を
周
縁
か
ら
支
え

る
機
能
を
与
え
ら
れ
た
。
鈴
木
勇
一
郎
「
池
上
を
め
ぐ
る
郊
外
開
発
と
本
門

寺
」
は
、
近
代
都
市
の
郊
外
化
進
展
と
神
社
仏
閣
の
関
係
性
を
、
池
上
本
門

寺
を
事
例
に
考
察
す
る
。池

上
が
田
園
郊
外
地
域
と
し
て
定
着
す
る
一
方
で
、

本
門
寺
の
存
在
が
様
々
な
施
設
を
引
き
寄
せ
、
空
間
秩
序
は
非
常
に
流
動
的

で
あ
っ
た
。
白
石
弘
之
「
一
九
一
〇
年
代
東
京
市
近
郊
に
お
け
る
私
設
水
道

と
賃
取
橋
」
は
、
東
京
周
辺
農
村
の
急
速
な
都
市
化
に
伴
う
混
乱
を
、
水
道

や
橋
梁
が
例
外
的
に
私
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事
情
の
解
明
を

通
じ
て
考
察
す
る
。
市
街
地
化
に
伴
う
開
発
利
益
を
得
る
た
め
、
地
域
有
力

者
た
ち
は
法
的
・
経
済
的
な
制
約
を
自
力
で
突
破
し
よ
う
と
し
た
。
松
本
洋

幸
「『

田
園
都
市
』
の
水
道
問
題
」
は
、
近
代
水
道
が
都
市
の
外
延
的
拡
張
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に
お
い
て
果
た
す
空
間
編
成
機
能
に
注
目
す
る
。
都
市
の
財
政
問
題
や
将
来
 

構
想
な
ど
か
ら
水
道
問
題
は
地
域
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
水
道
施
設
 

は
合
併
に
伴
い
大
規
模
化
・
一
元
化
が
進
行
し
て
い
く
。
梅
田
定
宏
「
大
都
 

市
装
置
と
し
て
の
『
帝
都
天
然
公
園
』
」
は
、
東
京
外
部
の
森
林
地
帯
に
す
 

ぎ
な
か
っ
た
奥
多
摩
が
、
郊
外
行
楽
地
と
い
う
都
市
装
置
に
位
置
づ
け
な
お
 

さ
れ
る
過
程
を
分
析
す
る
。
地
域
の
行
楽
客
誘
致
活
動
と
、
国
立
公
園
を
め
 

ぐ
る
議
論
や
行
政
方
針
の
変
化
と
い
う
両
面
に
考
察
が
加
え
ら
れ
る
。
 

 
第
三
編
で
は
「
都
市
装
置
」
の
整
備
を
可
能
と
す
る
前
提
に
分
析
が
加
え
 

ら
れ
る
。
神
山
恒
雄
「
大
都
市
近
郊
の
町
村
財
政
」
は
、
合
併
直
前
の
東
京
 

市
隣
接
五
郡
の
町
村
財
政
に
つ
い
て
、
公
債
を
て
が
か
り
に
検
討
す
る
。
都
 

市
周
辺
町
村
の
財
政
難
が
合
併
を
促
し
た
が
、
個
別
の
資
金
調
達
の
省
略
や
 

利
子
負
担
軽
減
な
ど
が
合
併
さ
れ
る
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
 

高
嶋
修
一
「
市
街
地
改
造
装
置
と
し
て
の
都
市
計
画
関
係
者
集
団
と
土
地
区
 

画
整
理
」
は
昭
和
期
に
存
在
感
を
増
し
て
い
く
専
門
土
木
技
術
者
に
つ
い
て
、
 

内
務
省
系
の
専
門
家
養
成
・
組
織
化
過
程
や
共
有
さ
れ
た
理
念
を
考
察
す
る
。
 

そ
れ
は
明
治
地
方
自
治
体
制
の
解
体
・
再
編
と
並
行
し
た
統
治
シ
ス
テ
ム
の
 

模
索
で
も
あ
っ
た
。
 

 
以
上
簡
単
な
紹
介
に
留
ま
っ
た
が
、
新
た
な
視
点
・
題
材
を
豊
か
に
提
起
 

し
て
お
り
、
研
究
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
中
西
啓
太
）
 

   
 


